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表の例  

 

表 1．〇〇遺跡の保存活動に参加したボランティアへのアンケート調査の結果  

 A 地区   B 地区  

 学生  一般   学生  一般  

満足  15 20  10 5 

普通  3 2  1 3 

不満足  1 1  2 3 

その他  0 1  0 0 

計  19 24  13 11 
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図（写真）の例  

 

図 2．調査地全景（撮影：世界太郎）  

 

※写真は査読時に内容が十分判別できる程度の解像度のものを用意してください。また、10 

掲載時には、できるだけ高解像度のものを提出してください（目安 1M～ 2M 程度）。カラ

ーの場合には印刷代が別途かかります。  

 

※写真は、撮影者名をタイトルの末尾に含めてください。なお、著作権の保護などの観点

からオンライン上で公開することが不適切な美術品等については、図に含めないようにし15 

てください。図版の著作権等について、万が一トラブルが発生した場合には、世界遺産学

研究編集部は一切の責任を負わないものとします。  
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図（グラフ）の例  

 

図 3．〇〇市における遺産保護のための予算の推移  
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